
主
義
を
国
是
と
し
た
。

カ
ナ
ダ
に
は
国
名
を
冠
す
る
人
権
博
物
館
、

移
民
博
物
館
、
歴
史
博
物
館
な
ど
と
い
っ
た

六
つ
の
国
立
博
物
館
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
カ

ナ
ダ
歴
史
博
物
館
は
首
都
オ
タ
ワ
に
隣
接
す

る
ガ
テ
ィ
ノ
ウ
市
に
あ
り
、
毎
年
一
二
〇
万

人
以
上
が
来
館
す
る
観
光
名
所
で
も
あ
る
。

か
つ
て
の
名
称
は
人
類
博
物
館
で
あ
っ
た
が
、

一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
カ
ナ
ダ
文
明
博
物
館

へ
、
さ
ら
に
二
〇
一
三
年
末
に
現
在
の
名
称

へ
と
改
名
し
た
。
同
館
は
カ
ナ
ダ
の
歴
史
を

展
示
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
国
民
か
ら
な

る
国
家
の
一
体
性
を
示
す
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
い
る
。

人
類
博
物
館
の
時
代
よ
り
、
カ
ナ
ダ
先
住

民
文
化
の
紹
介
を
展
示
の
核
と
し
て
き
た
。

現
在
も
そ
の
方
針
を
継
承
し
て
い
る
が
、
二

〇
〇
三
年
一
月
公
開
の
先
住
民
展
示
の
と
き

に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
き
っ
か

け
は
一
九
八
八
年
の
カ
ル
ガ
リ
ー
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
グ
レ
ン

ボ
ー
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
精
霊
は
歌
う
」

岸
き し

上
が み
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博
物
館
と
先
住
民
と
の
か
か
わ
り

二
〇
一
七
年
に
建
国
一
五
〇
周
年
を
迎
え

る
カ
ナ
ダ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
南
米
、
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
を
出
身
地
と
す
る
多
様
な

移
民
、
そ
し
て
先
住
民
か
ら
な
る
多
民
族
国

家
で
あ
る
。
建
国
以
来
、
英
系
と
仏
系
の
カ

ナ
ダ
人
が
主
流
派
で
あ
る
が
、
多
民
族
の
共

生
を
促
進
す
る
た
め
一
九
八
八
年
に
多
文
化

う
に
展
示
す
べ
き
か
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議

論
と
調
整
の
連
続
で
あ
っ
た
と
振
り
返
っ
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
・
文
化
的
利
害

に
も
か
か
わ
る
展
示
内
容
に
つ
い
て
先
住
民

族
間
の
異
な
る
意
見
の
調
整
が
も
っ
と
も
頭

を
悩
ま
す
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

先
住
民
と
の
協
働
展
示

こ
の
先
住
民
展
示
は「
文
化
的
多
様
性
」「
先

住
民
の
存
在
」「
大
地
と
の
結
び
つ
き
」「
異

人
の
到
来
」
の
計
四
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
導
入
部
の
「
文
化
的
多

様
性
」
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
先
住
民
族
出
身
者

の
自
己
紹
介
映
像
を
流
し
て
い
る
ほ
か
、
地

名
や
民
族
名
、
言
語
、
分
布
な
ど
を
パ
ネ
ル

で
紹
介
し
て
い
る
。「
先
住
民
の
存
在
」
で
は
、

カ
ナ
ダ
に
お
い
て
社
会
的
に
活
躍
し
た
先
住

民
の
芸
術
家
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
大
学
教
授

ら
を
写
真
や
作
品
、
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
後
、

カ
ナ
ダ
先
住
民
の
多
様
な
衣
類
や
靴
、
神
話

な
ど
を
通
文
化
的
に
展
示
し
て
い
る
。

「
大
地
と
の
結
び
つ
き
」
は
、
カ
ナ
ダ
の
西

部
極
北
地
域
の
捕
鯨
文
化
、
大
平
原
地
域
の

野
牛
狩
猟
文
化
、
大
西
洋
沿
岸
の
漁ぎ
ょ

撈ろ
う

文
化
、

東
部
森
林
地
域
の
農
耕
文
化
の
伝
統
的
生
活

や
交
易
活
動
を
復
元
し
た
地
域
別
展
示
で
あ

る
。「
異
人
の
到
来
」
は
、先
住
民
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
と
の
出
会
い
か
ら
現
在
ま
で
の
負
の
歴

史
と
現
状
に
つ
い
て
先
住
民
の
視
点
を
重
ん

文
明
博
物
館
も
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
先
住

民
展
示
の
新
構
築
を
お
こ
な
っ
た
。

ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
カ
ナ
ダ
先
住
民

ホ
ー
ル
（
展
示
場
）
を
紹
介
す
る
。
そ
こ
で

の
展
示
は
、
構
想
か
ら
完
成
ま
で
一
〇
年
以

上
を
か
け
て
、
同
館
の
学
芸
員
が
各
地
の
先

住
民
族
を
代
表
し
た
委
員
の
意
見
を
重
ん
じ
、

彼
ら
を
補
助
す
る
か
た
ち
で
新
構
築
を
進
め

た
。
当
時
の
委
員
で
あ
っ
た
ク
ワ
ク
ワ
カ
ワ

ク
ゥ
の
グ
ロ
ー
リ
ア
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
さ
ん

は
、「
先
住
民
の
も
つ
ユ
ー
モ
ア
」
な
ど
を
展

示
に
盛
り
込
む
こ
と
を
提
案
し
、
そ
れ
が
実

現
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
た
。
一
方
、
学
芸

員
の
ア
ン
ド
レ
ア
・
ラ
フ
ォ
レ
さ
ん
は
先
住

民
文
化
を
表
象
す
る
た
め
に
、
何
を
ど
の
よ

展
で
あ
っ
た
。
そ
の
展
示
に
は
シ
ェ
ル
石
油

社
が
資
金
提
供
を
お
こ
な
っ
た
た
め
、
同
社

か
ら
環
境
破
壊
の
被
害
を
受
け
て
い
た
先
住

民
ル
ビ
コ
ン
・
ク
リ
ー
の
人
び
と
は
、
こ
の

展
示
お
よ
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
ボ
イ
コ
ッ

ト
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
。
こ
の
事
件
が
、

カ
ナ
ダ
に
お
い
て
先
住
民
と
博
物
館
と
の
関

係
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

先
住
民
展
示
の
大
転
換

そ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
事
件
の
後
、
カ
ナ
ダ
の

博
物
館
に
お
け
る
先
住
民
展
示
の
方
針
は
、

非
先
住
民
に
よ
る
一
方
的
な
展
示
か
ら
先
住

民
と
の
協
働
展
示
も
し
く
は
先
住
民
自
身
に

よ
る
展
示
へ
と
変
換
し
た
。
当
時
の
カ
ナ
ダ

じ
な
が
ら
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
の

さ
ま
ざ
ま
な
政
治
運
動
や
ア
ー
ト
作
品
、
先

住
民
の
ユ
ー
モ
ア
も
紹
介
さ
れ
、
明
日
へ
の

期
待
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
ナ
ダ
歴
史
博
物
館
の
先
住
民
展
示
は
先

住
民
と
学
芸
員
と
が
協
議
し
な
が
ら
創
り
上

げ
た
成
果
で
あ
る
。
み
ん
ぱ
く
の
展
示
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
も
現
地
社
会
か
ら
の
助
言
を

と
り
入
れ
て
き
た
も
の
の
、
十
分
で
あ
る
と

は
言
い
が
た
い
。
日
本
に
住
む
わ
れ
わ
れ
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
I
T
を
活
用
し
、
海

外
の
文
化
の
担
い
手
ら
と
常
に
意
見
を
交
換

し
な
が
ら
協
働
展
示
を
目
指
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

（
掲
載
写
真
は
す
べ
て
二
〇
一
六
年
七
月
に
撮
影
） スポーツ選手など著名な先住民の紹介展示

大平原地域の先住民文化の展示

国
内
外
の
博
物
館
・
美
術
館
に
お
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
や
革
新
的
な
活
動
を

紹
介
し
、
そ
の
多
様
な
あ
り
方
と
将
来
を
考
え
る
連
載
が
ス
タ
ー
ト
。
初
回
は
、

カ
ナ
ダ
歴
史
博
物
館
の
先
住
民
展
示
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。

（Canadian Museum of History）カナダ歴史博物館 ／カナダ

現代の先住民アートの展示

カナダ歴史博物館の全景
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